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2023年3月7日 

 

各  位 

 

会 社 名 ＴＩＳ株式会社 

代表者名 代表取締役社長    岡本 安史 

（コード番号3626 東証プライム市場） 

問合せ先 経営管理部長     木村 高宏 

（Tel.03-5337-4569） 

 
日本ＩＣＳ株式会社の株式の取得（子会社化）に関するお知らせ 

 

当社は、2023年2月1日開催の取締役会において、日本ＩＣＳ株式会社（以下、「日本ＩＣＳ」といいます。）

の株式取得に係る入札に参加することを決議いたしました。入札実施後における諸条件の交渉を経て、日本Ｉ

ＣＳを連結子会社化することを本日決定し、株式譲渡契約を締結しましたので、下記のとおりお知らせいたし

ます。 

 

記 

 

１．株式取得の理由 

当社グループは、グループビジョン2026の達成による持続的な企業成長及び企業価値向上を目指し、４

つの戦略ドメイン（注１）への事業の集中を推進しています。中期経営計画（2021-2023）において構造転

換に向けた諸施策を推進する中、戦略ドメインの一つであるＩＴオファリングサービス（注２）の成長を

加速させるためには、税理士事務所とその顧問先企業をメインターゲットに、財務会計パッケージおよび

関連サービスの提供を事業として展開する 日本ＩＣＳを当社の連結子会社とし、同社のビジネスモデル及

び顧客基盤を獲得することが重要であると判断したものです。 

今回の日本ＩＣＳの連結子会社化により、当社の金融機関向けビジネスと日本ＩＣＳの税理士等の士業

向けビジネスを組み合わせて以下の取組みを推進し、顧客基盤の拡大や新たなビジネススキームの実現を

目指してまいります。 

 

  （１）士業の高度化 

日本ＩＣＳの顧客層である中堅・中小企業や税理士事務所に向けた会計/税務パッケージおよび関連

サービスの機能強化や新技術適用による、税理士業務の効率化や確実性向上の実現 

（２）金融機関の高度化 

当社の顧客層である金融機関と連携した取引先向けのＩＴ化・ＤＸ推進を実現する中堅・中小企業

向けソリューションの提供 

（３）両社の取組みを新たな企業に展開 

全国1万を超える税理士事務所、40万を超える顧問先、100を超える金融機関を繋ぐビジネスマッ

チングコミュニティの形成と地域を超えたビジネス機会の創出 

 

  （注１）グループビジョン2026で目指す2026年に当社グループの中心となっているべき４つの事業領域 

（注２）当社グループに蓄積したノウハウと、保有している先進技術を組み合わせることで、顧客より先

回りしたＩＴソリューションサービスを創出し、スピーディに提供する。 

 

２．異動する子会社（日本ＩＣＳ株式会社）の概要 

（１） 名称 日本ＩＣＳ株式会社 

（２） 所在地 大阪府大阪市天王寺区上本町六丁目３番地 31 うえほんまちハイハイ

タウン11F 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 川﨑 愼一 

（４） 事業内容 税理士事務所向け会計/税務パッケージ提供、ＩＴ導入支援、顧問先

企業向け会計/給与等パッケージ提供 

（５） 資本金 51百万円 
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（注）株式譲渡実行日までに利益剰余金の組み入れ実施により、100

百万円に増加予定です。 

（６） 設立年月日 1969年2月24日 

（７） 大株主及び持株比率 当事者間の秘密保持の合意に基づき非開示としています。 

（８） 上場会社と当該会社との間の

関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 当社と当該会社との間には、記載すべき人的関係はあ

りません。また、当社の関係者及び関係会社と当該会

社の関係者及び関係会社の間には、記載すべき人的関

係はありません。  

但し、本件株式取得後、当社より取締役及び監査役を

派遣する予定です。 

取引関係 該当事項はありません。 

（９） 当該会社の最近３年間の財政状態及び経営成績 

決算期 2020年11月期 2021年11月期 2022年11月期 

純資産 6,618百万円 8,148百万円 9,705百万円 

総資産 11,059百万円 12,579百万円 14,218百万円 

１株当たり純資産 87,080円 107,216円 127,701円 

売上高 7,154百万円 6,747百万円 6,928百万円 

営業利益 2,087百万円 2,122百万円 1,966百万円 

経常利益 2,185百万円 2,314百万円 2,312百万円 

当期純利益 1,529百万円 1,530百万円 1,557百万円 

１株当たり当期純利益 20,123円 20,136円 20,485円 

（注）一部の財務情報については、当事者間の秘密保持の合意に基づき非開示としています。 

 

３．株式取得の相手先の概要 

当事者間の秘密保持の合意に基づき非開示としていますが、法人2社から取得します。但し、両社と当

社との間に資本関係、人的関係、取引関係及び関連当事者への該当事項はありません。 

 

４．取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 0株 

（議決権の数：0個） 

（議決権所有割合： 0％） 

（２） 取得株式数 76,000株 

（議決権の数：76,000個） 

（３） 取得価額 当事者間の秘密保持の合意に基づき非開示とさせていただきますが、適

切なデューディリジェンスを実施の上、公正妥当と考えられる金額にて取

得しています。 

（４） 異動後の所有株式数 76,000株 

（議決権の数：76,000個） 

（議決権所有割合：100％） 

 

５．日程 

取締役会決議日 

（入札参加を決議） 
2023年2月1日 

株式譲渡契約締結日 2023年3月７日 

株式譲渡実行日（予定） 2023年4月6日 

（注）当社は、2023年2月1日開催の取締役会において日本ＩＣＳの株式取得に係る入札に参加することを

決議いたしました。その際、入札を通過した場合には、取引内容詳細の交渉、日本ＩＣＳの株式取得

による子会社化及び株式譲渡契約の締結に関する権限を代表取締役社長に委任すること等をあわせて

決議し、株式取得の相手先との交渉を進めてまいりました。この度、株式譲渡契約の内容について合

意に至ったことから、本日、上記取締役会の授権に基づく代表取締役社長の決定により、日本ＩＣＳ

の株式取得による子会社化及び株式譲渡契約を締結することとしました。 

 

６．今後の見通し 

本件により、日本ＩＣＳは当社の連結子会社となり、これに伴う日本ＩＣＳの業績は、2024年3月期第

2四半期から当社の連結業績に反映されることになります。そのため、当社の2023年3月期連結業績に与
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える影響は軽微となる見込みです。また、当社の2024 年3月期連結業績への影響については現在精査中

であり、2023年3月期通期決算発表時に公表する予定です。 

 

 

（参考）当期連結業績予想（2023年2月3日公表）及び前期連結実績 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円 

当期連結業績予想 

（2023年3月期） 
505,000 59,000 60,500 52,000 

前期連結実績 

（2022年3月期） 
482,547 54,739 55,710 39,462 

 

 

以  上 


